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 6月 日の大阪北部の地震はびっくりしました。先の阪神淡路を思い出した方も多かったと思います。会員の方でも建物に

被害があったり、食器や本が崩れたりという方もおられます。怪我などはなかったようですが、お見舞い申し上げます。 
 
        ＃ヴォーリズ六甲山荘購入10周年記念会  7月14日（土） 
      ＃上期セミナー 第4回 7月22日（日） 自由学園明日館 

     ＃シンポジウム 8月20日（月）～22日（水） 六甲山荘  
        ＃上期セミナー 9月8日（土） 草志舎 

＃畑儀文の合唱教室 7月23日（月） 9月10日（月） 
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              第2プロパティ（ヴォ―リス六甲山荘隣地）を購入しました 

  
5 月の総会で承認された第二プロパティ（ヴォーリズ六甲山荘隣地）の購入手続きがおわりました。これでヴォーリ

ズ六甲山荘の敷地は約4270坪へと広がりました。 

敷地内にはこの土地が唐櫃村（六甲山北側の村）の共有地であった時代の旧道跡があり、古い石垣が二段になって続

いています。また昭和 11 年の地図に載っている小寺池のあとも確認できます。湧き水の流れもあります。          

今は草が茂っていますが、上手に整備し遊歩道を通し整えていけば、「文化財と自然・遺跡の共生」を実現する 

プロパティとなるでしょう。 

みんなの力でこのプロパティを育てていきましょう！ 

   

                  

第３回シンポジウムatヴォーリズ六甲山荘 

 「ナショナル・トラストの可能性」をさぐるシンポジウムも今年で３回目となります。いろいろな分野の専門家の

講演や学生の発表は、いずれも刺激的で、聴きごたえがありました。今年も充実した内容になると楽しみです。 

月日：８月２０日（月）～２２日（水） 

場所：ヴォーリズ六甲山荘   題：「ナショナルトラストの可能性Ⅲ」          

スケジュール予定 

 ２０日 午後 ナショナルトラスト運動の目指すもの 

        発表１ 室谷悠子奥山保全トラストの理事長 

        発表２ 武田智行弁護士（ナショナルトラスト研究奨励賞受賞者）   懇親会 

 ２１日 午前 山荘の見学、ワーク                         

     午後 保存活動の現状と展望                         

        発表３  高橋弘一長崎県新上五島町教育委員会文化財課係長 

        発表４  澤田悠紀Japan Heritage代表理事 懇親会 

 ２２日 午前 ワーク  

     午後 参加者による研究発表予定    

    総合司会 頴原澄子千葉大学准教授 

参加費： 全日参加 会員３０００円、一般５０００円、学生１５００円 （飲物込み）           

     一日参加 会員１５００円、一般２０００円、学生５００円  （飲物込み） 

  
旧道跡の石垣 湧水の流れ 隣地内のヤマフジ 

 
小寺池跡 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
ご報告 春季ナショナル・トラスト展 4月28日（土）～5月6日（日） ヴォーリズ六甲山荘 

12 枚のパネルをリビングと各寝室に配し、リビングテラス側の長テーブルにデ

ィスプレイを置いて、ナショナル・トラストの映像をながすという体制でした。写

真は大きく、文章は簡潔で分かりやすく、見やすい展示でした。持ち帰りの資料を

用意したのも親切だったと思います。 
春季（4月28日～5月6日）の来場者は93名でした。 
 
ご報告 2018年上期セミナー第２回 5月12日（土） 草志舎 講師：清水順子 
六甲山荘の購入以降の活動について、写真を多用して振り返りました。当時のことは初めて聞くという参加者がほと

んどでした。 
  

ご報告 2018年度総会  5月19日（土） 草志舎 
大きな議題である第2プロパティ購入の件も異議なく承認され、総会は無事終了

しました。出席者が少な目だったのは残念ですが、委任状はたくさん寄せられ、定

足数を余裕でクリアできました。NT 研究奨励賞を受けられた武田智行さんも出席

され、懇親会でもいろいろお話を伺えて楽しかったです。 
  
ご報告 畑儀文の合唱教室 5月21日（月）6月25日（月） 草志舎 
春の歌や輪唱や、いつも和やかながら美しいハーモニーをめざして練習している教

室で、聴いているだけで楽しいです。 
 
ご報告 ヨーロッパ文化遺産をめぐる旅～スイス・オーストリア編  5月30日(水)

～6月7日(木) 

 スイスとオーストリアの文化遺産と自然を満喫した旅でした。天気よし、仲間よし、

添乗員よし、事故もなく参加者全員満足されたと思います。両国には組織としてのナシ

ヴォーリズ六甲山荘購入10周年記念会  

 

 2008年にヴォーリズ六甲山荘を購入して今年は10年目になります。それを記念して春の連休には山荘でナショナ

ル・トラスト展を開きました。（秋にも開催します。）また7月14日には記念会をいたします。 

  日時  7 月14 日（土）午後2 時～  参加費1500 円 

当日は山荘の活動でお世話になった方々にもおいでいただき、これまでを振り返り今後を語り合うひと時にしたいと

思います。また陶芸家角倉起美さんの制作による記念プレートもお披露目いたします。楽しみですね。 
参加ご希望でまだお申込みでない方はお早めにご連絡ください。 

 

2018年度セミナー at東京            ＜主催：東京地区企画委員会＞ 

 
 セミナー上期4回目は東京で開催します。 
日時  ７月22日（日）14時（13時45分受付開始） 
場所  自由学園明日館 大教室タリアセン（東京都豊島区西池袋 2-31-3） 
題   「英国ナショナルトラストにおける人の参加と資産価値評価について」 

講師  山本真紗子  

定員  24名（定員に達し次第締め切り） 
参加費 1,500円  一般2,000円  学生500円 （お茶代含む） 
オプション  16時から明日館見学（ガイドつき） 

 

山本真紗子さんは当協会会員で、ナショナル・トラストの数少ない研究者です。この度の演題のテーマで博士号を取得され

ました。現地での取材を重ねた研究をもとに、現代のナショナル・トラストの活動についてのお話しです。若い研究者の

ホットな話しが楽しみです。お知り合いを御誘いあわせてのご参加お待ちしています。 

 



ョナル・トラストはありませんが、中世の町並みがよく保存され、また1000年もつづくブドウ畑などの世界遺産は見

ごたえがありました。 

旅程はつぎのとおりです。アンダーラインのあるのは世界遺産です、 

ラヴォー地区の葡萄畑→シヨン城→フリブール・聖ニコライ聖堂→ベルン旧市街→グリンデルワルト→ロープウェイで
フィルスト展望台→ブリエンツ）→ルツェルン→ザンクトガレン旧市街、図書館→ファド
ゥーツ→インスブルック→クフシュタイン→ザルツブルク旧市街（モーツァルトの生家、
ミラベル庭園）→リンツ→メルク→ドナウ川クルーズ（ヴァッハウ渓谷）→クレムス→ウ
ィーンへ旧市街  

    
 

＜参加記１＞スイス・オーストリア世界遺産を訪ねる旅9日間：前半（5月30日～6月2日）    駒井 峯子 
漠然と憧れの念願のスイスに出発する当日どきどき何と目覚まし 4 セットもしました。出発地関西空港に着いてから

皆さんのお顔を見てやっと落ち着きました。飛行機の中は席が後だったせいか寝ずにフランクフルトまで着いたのでホッ

としたところです｡ 
一日目ブベイ泊 チャップリンをテーマにしたホテル｢モダンタイム

ズホテル｣ 近代的なデザインで気持ちの良いホテルでした。朝食時に

ホテルの駐車場から続く道をあがると良い景色があると聞き出発時間

がせまっているにも関わらず走っていきました。幻想的な景色に酔い

しれることなく戻らなければとまたまた走ってホテルへ道中きれいな

花々に目を取られ特にイングリッシュラベンダーにはシャッターを切

りました。 
２日目スイス西部レマン湖のほとり世界遺産ラヴォー地区の葡萄畑へ ワインを戴き対岸のアルプスを仰ぎきらめく

湖が織りなす光景は本当に美しかった。季節がら黄色・むらさき・赤色といろいろの草花もいきいきと輝いています。

ここのワインは輸出量が少なくなかなか味わえない貴重なものと聞きました。 
モントルーへ移動、シヨン城の見学、ヨーロッパの古都フルブールに移動してミリュー橋から赤い屋根の美しい町並の

中にゴシック様式の聖ニコライ聖堂 天井の梁そしてパイプオルガンが荘厳な雰囲

気を醸し出していました。 
３日目朝早く水滴が付いているばら園に連れて頂き嬉しかったです。そして世界遺

産ベルンの市街地の見学 そしてグリンデルワルトへ９０km。グリンデルワルト駅

からロープウエイで絶景の標高 2200ｍのフィルスト展望台へ眼下にはグリンデル

ワルトの村 一面に咲く花  々そして放牧中の牛からカランコロンとカウベルの音

を聴きながら雪の残る名峰が織りなす大自然・・・･ほんとうにすばらしいパロラ

マを見て幸せを感じ連れてきてくださった方々に感謝です。 
この旅はお天気にも最高に恵まれ綺麗なものを見そして感じて 石畳を歩いて ワインを

飲んで 色々のチーズを食べて素敵なホテルに留めていただき満足の旅でした。ご尽力ほんとうに有難うございました。 
 
＜参加記２＞2018年アメニティの旅：後半（6月2日～6日）                長崎恵子 

スイスからリヒテンシュタイン公国を経てオーストリアに足を踏み入れたのは

旅４日目の午後。スイスでは多少不安定だったお天気も、この頃には現地の人も驚

くほどの真夏の日差しが続くようになっていました。横に細長いこの国をほぼ一直

線に西から東へ――インスブルック、クフシュタイン、近道のため1時間余りドイ

ツを通り抜けて（ＥＵはこんなことが可能！）ザルツブルク、リンツ、メルクと 音

楽・歴史・風景・美食そしてドナウ河クルーズまでも楽しみながら6日目夕刻には

遂に東端のウィーンに到達。そう、音楽とハプスブルクの香りに充ち充ちたウィー

ンです！ 最初の夜は国立オペラ座でバレエ『ジゼル』を見る組と、楽友協会でモ

ーツァルトを聴く組（尤もこちらも演奏者の衣装と指揮者の演出が実に巧みで楽しく「見る」

音楽でした）に分れて、双方とも大満足の一夜を過ごしました。 

翌朝一番に郊外のシェーンブルン宮殿、そして旧市街中心部を訪ねた後は自由時

間に。教会建築ウォッチングが大好きな私はリンクと呼ばれる環状道路を走るトラ

ムを乗り継いで、ロマネスクからゴシック、バロック、ネオゴシックまで半日で何

と7つもの教会や図書館を踏破する暴挙に出ました。夕食の集合時刻を気にしつつ

インスブルック 

フィルスト展望台にて 

レマン湖の眺望 

ウィーン・楽友協会 



最後に訪れたのが歴代皇帝やその家族の眠るカプツィーナー教会。かのハプスブルク家の墓所とは思えないほど質素な

教会（修道院？）でした。地下にずらりと並ぶ棺に刻印されている名前・生年・没年・出生地などを読みながら進むと、

シシィと呼ばれたエリザベートや自死した息子ルドルフに続いて生花の飾られた真新しい棺が二つ。最後の皇帝カール

1 世の子息ご夫妻のものらしく、なんと 2010 年と 11 年に相次いで亡くなっているではありませんか！ 決して遠い

昔の人々ではなく、20 世紀前半の生まれの言わば同時代人。ああ私自身ももう歴史の一部となりつつあるのだという

実感を抱いた一瞬でした。夕食では旅路の終わりを見てしまった感慨と安堵に浸りつつ、白ワインで乾杯、旬のホワイ

トアスパラガスを頂きました。アメニティの旅行は4度目の参加でしたが、毎回 歴史に触れ自分を知る思い出深い旅

となり、必ずまた参加したくなるのです。次回もよろしくお願いいたします。 

 
＃ヴォーリズ建築文化全国ネットワーク大会  6月9日（土）10日（日） 大阪 
 総会は大阪女学院で、見学会は日本聖公会聖贖主教会や日本基督教団大阪教会など

それぞれ地域に根をはっているヴォーリズ建築を見学できました。参加者のうちアメ

ニティ2000協会の会員は東京からの参加者もふくめて21名でした。 
 

 

 

＃セミナー上期 第3回 6月23日（土） 草志舎 講師：松岡要三 
吹田市にある文化財の大きな屋敷3件を中心に、保存に至る過程や現況についての

話しで、吹田市や市民の文化遺産への考え方など現実に即した話しでした。参加者か

らも活発な意見がでて盛り上がりました。 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               

 

 

 

 

 

 

 

＊シンポジウムのスタッフ募集＊ 

 

 8 月のシンポジウムは 3 日間にわたって大勢の講師と参加者をむかえる大イベントです。これをささえる厨房スタッ

フを募集しています。 
・厨房担当 3～4人（昼食の準備、片付けと懇親会の準備）   

昼食 参加者と発表者＜20日、21日、22日＞   懇親会 ＜20日、21日＞  
スタッフへのご参加は同封の用紙、あるいはメールでお申込みください。 

六甲山荘宿泊スタッフを求めています 

 
 六甲山荘では7月から9月に宿泊をお受けして

いますが、そのときのスタッフを募集しています。 
仕事の内容は宿泊者のお迎えと送りだし、寝具、

風呂の準備、後片付けなどです。会員のペア（ご

夫婦あるいはお友だち）一組で担当していただき

ます。 
 宿泊スタッフに登録してくださると、宿泊の申

し込みがあったときに、事務局から○○日にスタ

ッフができますかと打診して、ご都合があえばお

願いすることになります。 
 夏のあいだのすずしい一仕事、いかがですか？ 
 

ヴォーリズ六甲山荘の宿泊 

 
六甲山荘には7月から9月のあいだ会員とその家族が宿泊でき

ます。静かな夜の語らい、さわやかな庭での朝食・・夏別荘の魅

力を堪能できる滞在です。ぜひお試しください。なお宿泊のお世

話をするスタッフの確保の都合上、お申込みはなるべくはやくお

願いいたします。 

 

料金  会員3,000円、一般 5,000円（小学生以下は半額）  
宿泊室 洋室（定員2名）が2室、和室（定員2名） 
食事  材料持ち込みのうえ自炊あるいは外食。 
 バーベキュー用の道具・炭もあります。（使用料1000円） 

寝具は用意いたします。洗面具、寝巻等はおもちください。 

＊山荘の敷地内は禁煙です。ご協力をお願いいたします。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

募金のご報告～4月5月 

4月、5月に次の方々から募金をいただきました。 

ありがとうございました。（敬称略） 

＜六甲山荘屋根葺替え資金＞ 

《4月5月合計 224,650円  2018年度累計 224,650円》 

＜一般資金＞  

《4月5月合計 147,600円  2018年度累計 147,600円》 

＊文化遺産継承基金 

 《4月5月合計 372,250円  2018年度累計 372,250円》 
 

六甲山荘たより 

 ４月１日から一般公開を再開しましたが、今年は出足が遅く、来場者は少な目で推移しました。 

連休にナショナル・トラスト展を開くころから調子がでてきたようです。今年も大阪工業大学の 

学生さんが大勢来られて熱心に見学していかれました。 
                                              

クリンソウ 

＜本の紹介＞ 

 

 

「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」が

世界遺産に登録されました 

 

 この世界遺産には今年の３月に訪問した五島列

島の頭ヶ島集落や久賀島集落が含まれています。こ

の旅の旅程を組み、案内をしてくださった高橋弘一

さんは新上五島町教育委員会 

文化財課で世界遺産推進担当 

としてご苦労を重ねてこられ 

ました。 

また8月のシンポジウムに 

は講師として参加してくださ 

います。お話しを伺うのが楽 

しみです。 

                頭ヶ島教会 

 

 

＊山形政昭著 

ウィリアム・メレル・ヴォ―リスの建築 

“代表建築を探訪するヴォーリズ研究の集大

成”と銘打つとおり、協会、ミッションスクー

ルから住宅、商業ビルにいたる代表的なヴォー

リズ建築を探訪し、多数の図版とともにその魅

力と見どころを開設。建築作品リストなど基礎

資料も収載。ヴォーリズ六甲山荘も掲載されて

います。 

創元社刊 3600円＋税 

 

＊石川憲彦（会員）著 

 「精神障害」とはなんだろう？ 

小児科医・精神科医として向き合ってきた医療の

現場で、治療するにあたり最も大切にしてきた人

間としての心を紐解いていきます。この「こころ

学」シリーズは８巻まで続きます。こうご期待く

ださい。 

ジャパンマシニスト社刊こころ学シリーズ 

 3000円＋税 
 



 

 
 
 
  
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

5月の旅で訪れた世界遺産 

レマン湖畔ラヴォー地区のブドウ畑 

ザンクトガレン・張り出し窓の家 

ベルン旧市街・大聖堂にかかる虹 

ヴァッハウ渓谷 
ザルツブルグ・ミラベル宮殿 

ウィーン・シェーンブルン宮殿 
番外・チーズフォンデュの昼食（モントルー） 


